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   ３ 行政栄養士の目指したい姿について  

  

（１）目指したい姿のイメージ 

    管理栄養士養成課程での「公衆栄養学」の教育目標は、次のとおり示されています。 

 

   地域や職域等の健康・栄養問題とそれを取り巻く自然・社会・経済・文化的要因に関 

する情報を収集・分析し、それらを総合的に評価・判定する能力を養う。 

また、保健・医療・福祉・介護システムの中で、栄養上のハイリスク集団の特定とと 

もにあらゆる健康・栄養状態の者に対し、適切な栄養関連サービスを提供するプログラム 

の作成・実施・評価の総合的なマネジメントに必要な理論と方法を修得する。 

 さらに、各種サービスやプログラムの調整、人的資源など社会的資源の活用、栄養情 

報の管理、コミュニケーションの管理などの仕組みについて理解する。 

※文科省高等教育局長、厚労省健康局長通知（H13.9.25） 

「管理栄養士学校指定規則の一部を改正する省令の施行について」から抜粋 
 

そのため、行政栄養士となってもこの教育目標を引き継ぎ、公衆栄養の視点をも

って業務に当たる必要があります。 

また、県内行政栄養士を対象としたアンケート調査の結果（Ｐ46）からは、目指

すべき行政栄養士像に対して、「住民に求められる」「専門性が発揮できる」「地域の

健康を考えられる」等の意見が多く出されたことから、長崎県における行政栄養士

の目指したい姿を 

「住民とともに地域の健康課題を解決できる行政栄養士」 

 

としました。（図２） 

 目指したい姿になるためには、地域診断の結果から地域の健康・栄養課題の優先

順位を明確にし、課題の解決に向け、計画の立案・実施・評価のマネジメントサイ

クルに基づいた施策を推進できる人材に育つ必要があり、そうなることで住民のニ

ーズに的確に応え、信頼される行政栄養士に成長することになります。 

 

【参考】 ※長崎県行政栄養士育成支援プログラム作成に向けたアンケート調査より（H26.9 実施） 

     目指すべき栄養士像とは？ （抜粋） 

   ・話しやすい、親しみやすい、信頼される、存在感のある栄養士 

   ・他職域の栄養士と連携ができる栄養士 

   ・地域の健康課題をきちんと分析し、課題解決への道筋を考えていける栄養士 

・地域の健康のために欠かすことのできない存在 

・企画力、推進力、調整力を持った栄養士 
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 （２）目指したい姿になるためのキャリアプラン 

目指したい姿に到達するためには、経験年数に応じた育成・教育が必要です。 

そのためには、早期にキャリアプラン※３を立て、目標に向かいできるだけ短期

間に効率的に実践能力を身につけることが重要です。 
 

 ア キャリアプランのねらい 

キャリアプランを立てることで、図３のように行政栄養士として住民のニー

ズに応えたいと思うような業務を、早い時期にできる限り多く体験することが

でき、その後の組織の一員としての役割を意識した業務につながり、ひいては

組織上の責任ある立場へのキャリアアップを目指すことにもつながります。 

 

 図３ 経験年数に応じたキャリアアップのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作成：長崎国際大学講師 松尾嘉代子委員】 

 

 イ キャリアプランの立て方 

  キャリアプランは、生活環境の変化や時代の流れ、目標達成状況によって変

化するため、キャリアの節目などで見直す必要があります。様式１～２（Ｐ29

～32）のシートを活用し、短期・長期のプランを立て、評価を行ない、プラン

の見直しを行なうことで、よりなりたい自分に近づくことができるでしょう。 
 

※３ キャリアプラン：自らの職業生活における将来の目標やゴールを決め、それを実現するために計画を立て

ること 
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  ４ 行政栄養士の現任教育体系について  

  

（１）人材育成の根拠 

    地域保健従事者の人材育成については、地域保健法第３条において、市町村・都道

府県・国の責務として資質向上に努めることが規定されています。 

  また、同法第４条に基づく「地域保健対策の推進に関する基本的な指針」において、

市・町・県は地域保健対策に係る人材の資質の向上のために、各自治体が策定した人

材育成指針に基づき、現任教育の企画・調整を一元的に行う体制を整備すること等が

記載されています。 

  行政栄養士については、厚生労働省健康局長通知「地域における行政栄養士による

健康づくり及び栄養・食生活の改善について」において、求められる能力が獲得でき

るよう、行政栄養士に対する現任教育を体系的に実施することが示されています。 

 

（２）現任教育体系の骨格 

地域保健従事者の人材育成の目標は、「基本的な能力」「行政的な能力」「専門的な

能力」を兼ね備えた者を育成していくことにあります。 

そのための手段としては、「職場外研修（ＯＦＦ－ＪＴ）」「職場内研修（ＯＪＴ）」

「ジョブローテーション」「自己啓発」の４つに大別されます。（図４） 

 ア 職場外研修（ＯＦＦ－ＪＴ） 

ＯＦＦ－ＪＴとは、一定期間職務を離れて行なう研修のことで、集合研修の形態を

とることが多く、行政研修、専門研修に分けられます。 

行政研修は、行政職員として求められる基本的な知識・技術を身につけるために、

職位や年齢に応じて計画的に受講する必要があります。専門研修は管理栄養士・栄養

士としての知識や技術、業務遂行に必要な知識や技術など、行政栄養士として必要な

能力を獲得するために体系的に受講する必要があります。 

行政栄養士を対象とした職場外研修は、県や関係団体で定期的に実施されています

が、受講するだけに留めず、実務に活用させていくことが重要です。 

 

イ 職場内研修（ＯＪＴ） 

 ＯＪＴとは、業務の遂行を通して行なう研修のことで、上司や先輩の指導により、

実践的な能力を伸ばすことができます。 

ＯＪＴを効果的に行なうには、指導者の育成が重要となります。 
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PRECEDE（プリシード）

第５段階 第４段階 第３段階 第２段階 第１段階

行政・政策診断 教育・組織診断 行動・環境診断 疫学診断 社会診断

第６段階 第７段階 第８段階 第９段階

実施 プロセス評価 影響評価 成果評価

PROCEED（プロシード）

健康教育
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また別の活動

各活動の目的

図１０ ヘルスプロモーションのためのプリシード・プロシードモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【Green.L.W.and Kreuter.M.W，著,神馬征峰 訳：実践ヘルスプロモーション，医学書院，2005，P11より】 

 

 図１１ 複合三角構造の概念図 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
            【岩永俊博：地域づくり型保健活動の考え方と進め方，医学書院，2000，P11より】 
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